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【用語解説】
選択型コンジョイント分析：属性が異なる商品を提示し、選択することを繰り返すことで、
ブランドの価値を貨幣価値で計測する手法
テキストマイニング：ＧＩの発話内容等のテキストデータを分析し、有益な知識や情報を取
り出す技術の総称
ISM 法：キーワード間の因果関係を視覚的に整理するための手法であり、発話内容の全体像を
把握できる手法
ベストワーストスケーリング分析：複数の選択肢から最も良いものと悪いものを選択するこ
とを繰り返すことで、選好を明らかにする手法

図２ グループインタビュー（ＧＩ）

における参加者の発話例（ 法）
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具体的な文案 仮説の検証結果

① 短い文章である ※50文字程度

②－１
厳しい基準を満たした
農産物の証であることを示す

厳しい基準をクリアした
農産物の証

②－２ 具体的に基準の内容を記載 化学肥料や農薬の

③ 基準を定めた機関を示す 北海道で定められた

④
消費者にとっての
メリットを示す

環境にやさしい
クリーン農業のサポーター

採用した説明文の
評価にばらつき

コンセプト（仮説）

採用することで
説明文の順位を
高めた

表１ 発話内容を基にしたコンセプト（仮説）とその検証結果

注）ＧＩの発話を踏まえ、北海道クリーン農業推進協議会と検討した上で、文案を作成した。

表２ 消費者による説明文案に対する評価（ベストワーストスケーリング分析）

注１）採用したコンセプトは次のとおり ①：短い文章である ②：厳しい基準を満たした農産物の証であることを示す
③：基準を定めた機関を示す ④：消費者にとってのメリットを示す

注２）コンセプトの凡例は次のとおり ①：○＝文字数 字以下、△＝文字数 ～ 字、×＝文字数 字以上
②：○＝具体的に基準の内容を記載、△＝抽象的に基準の内容を記載、×＝記載なし
③及び④：○＝記載あり、×＝記載なし

注３）ＢＷスコア：ベストに選ばれた回数－ワーストに選ばれた回数（値が大きいほど、選好が強い）
注４）現行文案Ｆ～Ｉは、北海道クリーン農業推進協議会から提案のあった文章や既存資料を基に設定した。

BWスコア

文案Ａ △ ○ ○ ○
YES!cleanマークは、北海道で定められた化学肥料と農薬の厳しい基
準をクリアした農産物の証であり、購入するあなたは、環境にやさ
しいクリーン農業のサポーターです。

４位 ４位 ６位

文案Ｂ ○ ○ ○ ×
北海道で定められたYES!cleanマークは、化学肥料と農薬の厳しい基
準をクリアした農産物の証です。

１位 １位 ３位

文案Ｃ ○ ○ × ×
YES!cleanマークは、化学肥料と農薬の厳しい基準をクリアした農産
物の証です。

３位 ２位 ７位

文案Ｄ ○ △ × × YES!cleanマークは、厳しい栽培基準をクリアした農産物の証です。 ８位 ８位 ８位

文案Ｅ △ × ○ ○
北海道で定められたYES!cleanマークが付いた農産物を購入するあな
たは、環境にやさしいクリーン農業のサポーターです。

９位 ９位 ８位

現行文案Ｆ × ○ ○ ×

北海道では、「健康な土づくり」、「化学肥料の低減」、「化学合
成農薬の低減」による「クリーン農業」を推進してきました。
YES!cleanマークは、持続可能な「クリーン農業」への取り組みで生
産された安全・安心で優れた農産物の証です。

２位 ３位 １位

…

現行文案Ｉ △ × × ×
YES!clean農産物は、「人へのやさしさ」、「作物へのやさしさ」、
「環境へのやさしさ」をキーワードに、持続可能な農業による安
全・安心で優れた品質の農産物を全国にお届けしています。

５位 ５位 ４位
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全体 全体
マークの認知度

① ②

注１）限界支払意思額は、選択型コンジョイント分析により算出された値であり、
マークが表示されることにより、増加する評価額を示す。

注２）全ての回答者を対象としたマークに対する評価額は、
略式表示（トマト） 円 個、正式表示（たまねぎ） 円 であった。

注３） はマークを見て制度内容を理解できる回答者の評価と理解できない
回答者の評価に有意な差がないことを示す。

注４）正式表示は、 表示制度のシンボルマークに加えて、生産集団名や
栽培内容等の情報を一括表示したものである。一方で、略式表示は、シンボ
ルマークのみがパッケージの表面に表示されたものである。

凡例

マークを見て制度内容を理解できない回答者の評価額

マークを見て制度内容を理解できる回答者の評価額

全ての回答者を対象としたマークに対する評価額

図１ 制度内容の理解と購買意欲の関係

円 円

限
界
支
払
意
思
額

（円 ４個）

円 円

限
界
支
払
意
思
額

（円 ）

略式表示（トマト） 正式表示（たまねぎ）

図１　制度内容の理解と購買意欲の関係

図２ 　グループインタビュー（ＧＩ）

における参加者の発話例（ISM法）

表２　消費者による説明文案に対する評価（ベストワーストスケーリング分析）

表１　発話内容を基にしたコンセプト（仮説）とその検証結果

詳しい内容については
次にお問い合わせ下さい。

道総研中央農業試験場
農業システムグループ
電話（0123）89-2001

E-mail：central-agri@hro.or.jp




